
「戦時下における児童文化」について(その十八) :
「少國民新聞」(東日版)における読者投稿作品の位相
と展開(六)

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2012-03-01

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 熊木, 哲

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://otsuma.repo.nii.ac.jp/records/1283URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


大
妻
国
文　

第
43
号　

二
〇
一
二
年
三
月

一
八
五

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
八
）

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
八
）

│
「
少
國
民
新
聞
」（
東
日
版
）に
お
け
る
読
者
投
稿
作
品
の
位
相
と
展
開（
六
）
│

熊　
　

木　
　
　
　
　

哲

は
じ
め
に

「
少
國
民
新
聞
」（
東
日
版
・
東
京
日
日
新
聞
社
発
行
）
の
昭
和
十
六
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
図
画
」
を
四
半
期
毎
に
検
討
す
る
。

な
お
、
昭
和
十
六
年
四
月
か
ら
、「
尋
常
高
等
小
学
校
」
は
「
国
民
学
校
」
と
あ
ら
た
め
ら
れ
る
。
十
六
年
の
第
一
四
半
期
は
ま
だ
「
尋
常
高

等
小
学
校
」
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、
以
下
で
は
、
第
一
四
半
期
も
含
め
て
「
国
民
学
校
」
と
表
記
す
る
。
こ
れ
は
、「
東
日
小
学
生
新
聞
」
が
、

「
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
「
国
民
学
校
」
に
改
称
す
る
こ
と
に
合
せ
て
「
少
國
民
新
聞
」
と
名
称
を
変
更
し
た
の
が
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
で

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

一　

昭
和
十
六
年
の
「
図
画
」
作
品
の
展
開

昭
和
十
六
年
の
検
討
対
象
は
、
一
月
一
日
（
水
・
第
一
三
三
三
号
）
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
（
水
・
第
一
六
四
一
号
）
ま
で
の
、
休
刊
日
を



一
八
六

除
い
た
三
○
九
日
分
で
あ
る
が
、
国
会
図
書
館
蔵
「
少
國
民
新
聞
」
は
、
一
月
二
十
二
日
（
水
・
第
一
三
四
九
号
）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が

「
欠
」
で
あ
り
、
検
討
対
象
は
三
○
八
日
分
で
あ
っ
た
。

掲
載
状
態
は
、
原
則
と
し
て
、
毎
週
月
曜
日
が
休
刊
日
で
あ
り
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
、「
綴
方
」「
詩
」「
短
歌
」「
俳
句
」「
書
方
」「
図

画
」
の
総
て
か
、
或
い
は
、
そ
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

紙
面
構
成
は
、
平
日
・
土
曜
日
が
四
面
、
日
曜
日
が
八
面
構
成
で
あ
っ
た
が
、
第
四
四
半
期
に
な
る
と
、「
お
国
へ
の
御
奉
公
」（「
少
國
民
新

聞
」
十
月
七
日
）
の
た
め
、
用
紙
を
節
約
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
十
月
九
日
か
ら
週
一
回
（
木
）、
十
一
月
五
日
か
ら
週
二
回
（
水
・
金
）、
十

二
月
九
日
か
ら
は
週
三
回
（
火
・
木
・
土
）
が
二
面
構
成
と
な
っ
た
。
二
面
構
成
で
は
十
五
日
分
で
作
品
の
掲
載
は
無
か
っ
た
。

昭
和
十
六
年
、「
図
画
」
の
掲
載
数
は
三
〇
六
作
品
。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
が
五
一
作
品
。

　
　
　
　

第
二
四
半
期
が
九
二
作
品
。

　
　
　
　

第
三
四
半
期
が
八
六
作
品
。

　
　
　
　

第
四
四
半
期
が
七
七
作
品
。

昭
和
十
六
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
図
画
」
三
〇
六
作
品
の
う
ち
、
絵
柄
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
作
品
（
以
下
、「
戦
時
下
色
作
品
」）
は
、

四
五
作
品
（
約
一
四
・
七
％
）。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
で
は
五
一
作
品
中　

五
（
約　

九
・
八
％
）。

　
　
　
　

第
二
四
半
期
で
は
九
二
作
品
中
三
二
（
約
三
四
・
八
％
）。

　
　
　
　

第
三
四
半
期
で
は
八
六
作
品
中　

五
（
約　

五
・
八
％
）。

　
　
　
　

第
四
四
半
期
で
は
七
七
作
品
中　

三
（
約　

三
・
九
％
）。

十
六
年
一
年
間
に
、
複
数
の
「
図
画
」
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
、
北
海
道
月
寒
校
高
等
科
二
年
男
子
（
Ｔ
生
）
の
一
〇
作
品
。
高
等
科



一
八
七

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
八
）

一
年
の
三
月
二
十
八
日
か
ら
同
二
年
の
十
一
月
九
日
に
か
け
て
掲
載
さ
れ
た
。
た
だ
、
在
学
年
の
表
記
に
は
、
五
、
六
、
七
、
十
一
月
の
掲
載

で
は
一
年
と
あ
る
が
、
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
児
童
は
、「
書
方
」
の
掲
載
で
も
、
十
六
年
一
年
間
に
六
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

次
の
掲
載
数
は
、
八
作
品
で
、
同
じ
北
海
道
月
寒
校
高
等
科
二
年
男
子
（
Ｙ
生
）。
こ
の
児
童
も
、「
書
方
」
作
品
が
十
六
年
一
年
間
に
七
作

品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
Ｔ
生
と
Ｙ
生
に
は
、
絵
柄
に
水
差
し
と
二
個
の
リ
ン
ゴ
を
描
い
た
静
物
画
が
あ
り
、
在
籍
校
学
年
に
お
け
る
授
業
時

間
で
の
作
品
と
推
測
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
、
Ｔ
生
と
Ｙ
生
は
、
切
磋
琢
磨
の
間
柄
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
四
作
品
が
一
名
、
三
作
品
が
五
名
、
二
作
品
が
一
一
名
あ
っ
た
。

十
六
年
で
最
も
多
数
掲
載
さ
れ
た
国
民
学
校
は
、
一
九
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
北
海
道
月
寒
校
。
三
名
で
の
掲
載
数
だ
が
、
前
述
し
た
Ｔ
生
と

Ｙ
生
で
一
八
作
品
で
あ
り
、
五
年
生
男
子
一
名
の
一
作
品
と
あ
わ
せ
て
の
掲
載
数
。

次
は
、
九
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
東
京
市
王
子
区
王
子
第
二
校
。
三
年
生
と
四
年
生
七
名
に
よ
る
が
、
う
ち
、
一
名
が
三
・
四
年
に
わ
た
っ
て

三
作
品
、
四
年
生
の
六
名
が
一
作
品
ず
つ
の
掲
載
で
あ
っ
た
。

七
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
秋
田
県
岩
館
校
（
三
・
四
・
五
年
生
が
一
人
ず
つ
三
名
と
六
年
生
四
名
の
合
計
七
名
）
と
神
奈
川
県
横
浜
市
平

沼
校
（
三
年
生
一
名
と
四
年
生
六
名
の
合
計
七
名
）。

四
作
品
掲
載
は
秋
田
県
醍
醐
校
で
、
一
人
で
四
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
三
作
品
が
一
〇
校
（
う
ち
、
四
校
が
一
人
で
三
作
品
を
掲
載
）、
二
作
品
が
三
三
校
（
う
ち
、
一
一
校
が
一
人
で
二
作
品
を
掲
載
）。

最
も
多
く
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
一
九
作
品
の
北
海
道
月
寒
校
で
あ
っ
た
が
、
二
人
で
一
八
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
在
籍
校
で
の

「
図
画
」
教
育
で
の
成
果
と
は
考
え
に
く
い
。

一
方
、
四
年
生
が
六
名
掲
載
さ
れ
た
東
京
市
王
子
区
王
子
第
二
校
と
神
奈
川
県
横
浜
市
平
沼
校
の
二
校
に
は
、「
図
画
」
の
授
業
で
の
成
果
を

投
稿
へ
と
導
く
在
籍
校
で
の
取
り
組
み
が
み
ら
れ
よ
う
。

以
下
、
四
半
期
毎
に
検
討
す
る
。
作
者
に
つ
い
て
は
、
在
籍
校
名
・
在
学
年
・
性
別
を
記
す
に
と
ど
め
た
。
在
学
年
次
の
う
ち
「
高
一
」「
高



一
八
八

二
」
は
高
等
科
一
年
、
二
年
を
示
す
。

二　

昭
和
十
六
年
第
一
四
半
期
に
お
け
る
「
図
画
」

昭
和
十
六
年
第
一
四
半
期
（
一
月
〜
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
図
画
」
は
、
五
一
作
品
。

直
前
期
の
十
五
年
第
四
四
半
期
の
掲
載
数
が
七
九
作
品
で
あ
り
、
同
年
第
三
四
半
期
六
四
作
品
、
第
二
四
半
期
五
五
作
品
、
第
一
四
半
期
八

一
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
第
四
四
半
期
と
比
較
す
る
と
約
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
と
な
り
、
十
五
年
で
は
最
も
少
な
か
っ
た
第
二
四
半
期
と
ほ

ぼ
同
じ
掲
載
数
と
な
っ
た
。

五
一
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
の
道
府
県
別
・
作
品
点
数
は
、
北
海
道
四
校
五
点
、
青
森
県
二
校
四
点
、
岩
手
県
一
校
一
点
、
宮
城
県
一
校

一
点
、
山
形
県
五
校
五
点
、
福
島
県
一
校
一
点
、
茨
城
県
二
校
三
点
、
栃
木
県
三
校
三
点
、
埼
玉
県
一
校
一
点
、
千
葉
県
二
校
三
点
、
東
京
府

市
一
一
校
一
六
作
品
、
神
奈
川
県
二
校
二
点
、
新
潟
県
二
校
二
点
、
長
野
県
二
校
三
点
、
山
梨
県
一
校
一
点
。

つ
ま
り
、
複
数
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
在
籍
校
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
一
人
で
三
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
が
東
京
市
渋

谷
区
穏
原
校
二
年
男
子
、
二
作
品
が
東
京
府
大
島
元
町
校
三
年
女
子
と
北
海
道
大
川
校
六
年
女
子
の
二
名
で
あ
っ
た
。

掲
載
さ
れ
た
五
一
作
品
に
お
い
て
、「
戦
時
下
色
作
品
」
は
五
作
品
。
そ
の
掲
載
率
は
約
九
・
八
％
。

以
下
は
、
五
作
品
の
絵
柄
。

・
出
征
風
景
（
栃
木
県
粕
尾
校
一
年
女
子
、
一
月
一
日
・
水
、
第
一
三
三
三
号
）

・
一
隻
の
軍
艦
と
上
空
の
戦
闘
機
（
東
京
市
京
橋
区
京
華
校
三
年
男
子
、
一
月
五
日
・
日
、
第
一
三
三
五
号
）

・
神
社
を
清
掃
す
る
子
供
た
ち
（
栃
木
県
小
田
島
校
四
年
男
子
、
一
月
十
二
日
・
日
、
第
一
三
四
一
号
）

・
一
台
の
戦
車
（
栃
木
県
鹿
沼
北
校
三
年
男
子
、
二
月
七
日
・
金
、
第
一
三
六
三
号
）



一
八
九

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
八
）

・
出
征
風
景
（
東
京
市
王
子
区
王
子
校
三
年
女
子
、
三
月
四
日
・
火
、
第
一
三
八
四
号
）

出
征
風
景
を
絵
柄
と
す
る
作
品
は
、
前
年
の
十
五
年
の
第
一
四
半
期
に
見
え
、
そ
れ
以
後
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
十
六
年
第
一

四
半
期
に
は
、
栃
木
県
と
東
京
市
の
児
童
の
作
品
と
し
て
掲
載
さ
れ
、「
出
征
」
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。

こ
の
第
一
四
半
期
、「
出
征
」
見
送
り
を
絵
柄
と
し
た
の
は
三
年
生
と
一
年
生
で
あ
り
、
下
級
学
年
の
児
童
が
そ
の
見
送
り
に
動
員
さ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

出
征
風
景
を
描
い
た
の
が
女
子
児
童
で
あ
り
、
軍
艦
や
戦
闘
機
を
描
い
た
の
が
男
子
児
童
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
性
差
に
よ
る
絵
柄
と
い
え
よ

う
か
。

昭
和
十
六
年
第
一
四
半
期
の
「
図
画
」
で
は
、「
戦
時
下
色
作
品
」
を
描
い
た
の
は
、
四
年
生
以
下
の
児
童
た
ち
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
一
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
五
一
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
点
の
「
戦
時
下
」
故
の
絵
柄
以
外
の
四
六
作
品
は
、
六
作
品
の
人
物

画
、
九
作
品
の
静
物
画
の
ほ
か
、
戸
外
の
ス
ケ
ッ
チ
や
風
景
画
で
あ
っ
た
。

人
物
画
は
、
子
供
や
親
子
、
く
つ
ろ
ぐ
家
族
が
描
か
れ
た
。

静
物
画
は
、
紙
風
船
、
水
差
し
と
コ
ッ
プ
、
ザ
ク
ロ
と
リ
ン
ゴ
、
リ
ン
ゴ
と
ニ
ン
ジ
ン
、
一
本
の
向
日
葵
、
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
本
な
ど
の
作

品
で
あ
っ
た
。

風
景
画
で
は
、
立
木
と
家
並
み
、
山
並
み
を
背
景
と
す
る
家
並
み
、
茅
葺
屋
根
の
一
軒
、
サ
イ
ロ
と
家
並
み
な
ど
、
児
童
の
身
辺
風
景
が
描

か
れ
た
。

神
輿
を
担
ぐ
人
々
を
描
い
た
東
京
市
王
子
区
王
子
校
三
年
男
子
の
作
品
が
、
二
月
六
日
（
木
・
第
一
三
六
二
号
）
に
、
千
葉
県
勝
山
校
一
年

男
子
の
作
品
が
三
月
十
六
日
（
日
・
第
一
三
五
九
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

大
相
撲
を
絵
柄
と
す
る
作
品
も
二
月
二
十
日
（
木
・
第
一
三
七
四
号
）
と
二
十
三
日
（
日
・
第
一
三
七
七
号
）
に
掲
載
さ
れ
、
在
籍
校
の
行

事
と
し
て
か
、
あ
る
い
は
親
し
い
家
族
の
行
楽
で
あ
っ
た
か
不
明
な
が
ら
、
興
行
を
楽
し
む
児
童
の
作
品
で
あ
る
。



一
九
〇

ま
た
、
季
節
の
絵
柄
に
は
、
コ
タ
ツ
に
集
う
人
物
を
描
い
た
作
品
が
二
点
。
茨
城
県
と
栃
木
県
か
ら
の
投
稿
。
コ
タ
ツ
の
絵
柄
は
前
年
の
第

一
四
半
期
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
前
年
第
一
四
半
期
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
た
雪
や
ス
キ
ー
場
の
絵
柄
は
見
え
な
い
。

以
上
、
昭
和
十
六
年
第
一
四
半
期
の
「
図
画
」
を
検
討
し
て
き
た
。

直
前
期
の
十
五
年
第
四
四
半
期
に
は
七
九
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
期
で
の
掲
載
は
五
一
作
品
と
掲
載
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

一
方
、「
戦
時
下
色
作
品
」
は
、
直
前
期
の
二
作
品
に
対
し
て
五
作
品
と
増
加
し
、
絵
柄
も
出
征
風
景
で
あ
り
、
児
童
の
身
辺
で
の
「
戦
時

下
」
を
絵
柄
に
留
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三　

昭
和
十
六
年
第
二
四
半
期
に
お
け
る
「
図
画
」

昭
和
十
六
年
第
二
四
半
期
（
四
月
〜
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
図
画
」
は
、
九
二
作
品
。

直
前
の
第
一
四
半
期
が
五
一
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
約
八
〇
・
四
％
増
加
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

前
年
の
、
昭
和
十
五
年
第
四
四
半
期
が
七
九
作
品
で
あ
り
、
同
年
第
三
四
半
六
四
作
品
、
第
二
四
半
期
五
五
作
品
、
第
一
四
半
期
八
一
作
品

で
あ
っ
た
か
ら
、
両
二
年
で
最
も
多
い
掲
載
数
で
あ
っ
た
。

九
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
の
道
府
県
別
・
作
品
点
数
は
、
樺
太
一
校
一
点
、
北
海
道
八
校
一
〇
点
、
青
森
県
二
校
二
点
、
秋
田
県
四
校

一
〇
点
、
岩
手
県
四
校
五
点
、
宮
城
県
二
校
二
点
、
山
形
県
三
校
三
点
、
福
島
県
四
校
四
点
、
茨
城
県
三
校
三
点
、
栃
木
県
三
校
三
点
、
埼
玉

県
二
校
二
点
、
千
葉
県
三
校
三
点
、
東
京
府
市
二
一
校
二
六
作
品
、
神
奈
川
県
一
校
一
点
、
新
潟
県
四
校
五
点
、
長
野
県
二
校
二
点
、
山
梨
県

二
校
二
点
、
静
岡
県
四
校
五
点
。

第
二
四
半
期
に
も
、
複
数
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
在
籍
校
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
北
海
道
月
寒
校
三
点
、
秋
田
県
岩
館
校
三
点
、
同

県
大
竹
校
三
点
、
同
県
醍
醐
校
三
点
、
静
岡
県
清
水
校
二
点
、
東
京
市
浅
草
区
松
葉
校
二
点
、
同
板
橋
区
上
板
橋
校
二
点
、
同
王
子
区
王
子
校
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二
点
、
同
中
野
区
野
方
第
五
校
二
点
、
同
大
森
区
池
雪
校
二
点
、
新
潟
県
栃
尾
校
二
点
。

複
数
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
、
北
海
道
月
寒
校
高
一
男
子
二
点
、
秋
田
県
大
竹
校
六
年
男
子
三
点
、
同
醍
醐
校
高
一
男
子
三
点
、
新

潟
県
栃
尾
校
六
年
男
子
二
点
。

九
二
作
品
の
内
、「
戦
時
下
色
作
品
」
は
、
三
一
校
三
二
作
品
。
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
東
京
市
中
野
区
野
方
第
五
校
で
一
年
女
子
と

三
年
男
子
の
作
品
。

「
戦
時
下
色
作
品
」
三
二
の
掲
載
率
は
、
約
三
四
・
八
％
。
第
一
四
半
期
で
は
五
一
作
品
中
五
作
品
で
、
そ
の
掲
載
率
は
約
九
・
八
％
で
あ
っ

た
か
ら
、
第
二
四
半
期
は
、
絵
柄
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
作
品
の
掲
載
数
そ
の
も
の
も
、
掲
載
率
も
、
大
幅
な
増
加
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

掲
載
数
・
率
が
大
幅
に
増
加
し
た
の
は
、
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
慰
問
た
め
の
「
綴
方
、
習
字
、
図
画
」
を
、「
少
國
民
新
聞
」
が
募
集
し
、
そ
の

審
査
結
果
が
、
四
月
十
三
日
か
ら
順
次
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

そ
の
募
集
意
図
は
、「
少
國
民
新
聞
」
昭
和
十
六
年
三
月
十
二
日
（
水
・
第
一
三
九
一
号
・
第
一
面
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
　

満
蒙
義
勇
軍
の
慰
問
作
品
募
集

　

満
蒙
開
拓
の
青
少
年
義
勇
軍
が
、
日
満
両
国
の
国
策
と
し
て
実
施
さ
れ
て
か
ら
こ
ゝ
に
満
三
年
、
五
万
の
若
人
は
、
満
蒙
の
天
地
に
黙
々

と
興
亜
の
鍬
を
ふ
る
つ
て
ゐ
ま
す
。
そ
の
第
一
回
訓
練
生
は
、
三
箇
年
の
訓
練
を
終
へ
て
、
将
に
開
拓
の
建
設
に
出
発
し
よ
う
と
し
て
ゐ

ま
す
。
こ
の
時
に
あ
た
つ
て
、
少
國
民
新
聞
で
は
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
真
心
こ
も
る
作
品
を
募
集
し
、
こ
の
鍬
の
戦
士
た
ち
を
慰
問
激
励

し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
特
に
拓
務
大
臣
秋
田
清
先
生
は
、
本
紙
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
、
拓
務
大
臣
賞
を
下
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
愛

読
者
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
一
人
残
ら
ず
こ
の
企
て
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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募
集
さ
れ
た
作
品
は
、「
綴
方
」「
書
方
」「
図
画
」
で
、
応
募
者
は
「
小
学
生
に
限
る
」
と
さ
れ
、
募
集
の
締
切
は
三
月
三
十
日
（
本
社
到
着
）。

「
応
募
作
品
は
全
部
と
り
ま
と
め
、
満
洲
移
住
協
会
・
満
洲
拓
植
会
社
を
経
て
現
地
義
勇
軍
に
送
り
ま
す
」
と
さ
れ
た
。

審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
の
が
、
四
月
十
三
日
（
日
、
第
一
四
一
八
号
・
第
八
面
）。

そ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
応
募
作
品
は
「
実
に
お
び
た
ゞ
し
い
数
に
の
ぼ
り
」、
拓
務
省
拓
北
局
長
、
満
洲
拓
植
公
社
東
京
支
店
長
、
満
洲
移
住

協
会
宣
伝
部
長
の
ほ
か
、「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
内
原
訓
練
所
長
加
藤
完
治
」
の
顧
問
を
は
じ
め
編
集
部
の
専
門
委
員
に
よ
っ
て
審
査
が
行

わ
れ
た
と
あ
る
。

「
少
國
民
新
聞
」
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
た
企
画
と
の
体
裁
で
あ
っ
た
が
、「
拓
務
省
」
が
関
わ
り
、「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
内
原
訓
練
所

長
加
藤
完
治
」
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、「
義
勇
軍
慰
問
」
の
意
図
が
「
義
勇
軍
勧
誘
」
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
と
い
え
よ
う
。

審
査
結
果
は
、「
綴
方
、
習
字
、
図
画
」
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
優
秀
者
三
名
に
拓
務
大
臣
賞
、
次
の
優
秀
賞
二
五
名
に
は
満
洲
移
住
協
会
賞
が

贈
ら
れ
、「
図
画
」
の
拓
務
大
臣
賞
に
は
、
青
少
年
開
拓
義
勇
軍
へ
の
入
隊
見
送
り
風
景
を
絵
柄
と
し
た
静
岡
県
沼
津
市
第
四
校
五
年
男
子
、
三

頭
の
馬
を
駆
っ
て
の
農
作
業
を
絵
柄
と
し
た
東
京
市
中
野
区
野
方
第
五
校
三
年
男
子
、
農
地
を
耕
す
三
人
を
絵
柄
と
し
た
東
京
府
大
島
差
木
地

校
一
年
男
子
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

満
洲
移
住
協
会
賞
が
贈
ら
れ
た
優
秀
賞
二
五
作
品
の
絵
柄
は
、
農
耕
風
景
一
四
点
、
訓
練
所
風
景
五
点
、
入
隊
風
景
四
点
な
ど
で
あ
っ
た
。

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
を
合
せ
た
二
八
作
品
の
児
童
の
在
籍
校
で
、
二
作
品
が
選
ば
れ
た
の
は
、
一
年
女
子
と
三
年
男
子
の
作
品
が
選
ば
れ
た

東
京
市
中
野
区
野
方
第
五
校
。

そ
れ
以
外
は
一
校
一
作
品
で
、
北
海
道
一
校
、
青
森
県
二
校
、
秋
田
県
一
校
、
山
形
県
二
校
、
宮
城
県
一
校
、
茨
城
県
一
校
、
栃
木
県
一
校
、

群
馬
県
一
校
、
埼
玉
県
二
校
、
東
京
市
府
一
二
校
、
山
梨
県
一
校
、
静
岡
県
三
校
。
東
京
市
府
で
の
選
定
が
群
を
抜
く
が
、
東
北
地
方
で
は
、

岩
手
県
、
福
島
県
が
、
関
東
近
県
で
は
神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
長
野
県
が
入
っ
て
い
な
い
も
の
の
、「
少
國
民
新
聞
」
の
営
業
圏
で
あ
る
東
日
本

の
各
県
に
目
配
り
さ
れ
た
結
果
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
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在
籍
学
年
で
は
、
一
年
生
五
点
、
二
年
生
四
点
、
三
年
生
一
一
点
、
四
年
生
三
点
、
五
年
生
三
点
、
六
年
生
二
点
。
三
年
生
が
一
一
点
で
約

三
九
・
二
％
を
占
め
、
一
年
生
か
ら
三
年
生
の
低
学
年
で
二
〇
点
、
約
七
一
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
審
査
基
準
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
四

年
生
以
上
の
高
学
年
で
は
八
作
品
に
と
ど
ま
り
、
三
割
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
二
八
作
品
の
性
別
は
、
男
子
児
童
一
八
名
、
女
子
児
童
一
〇
名
で
あ
り
、
男
子
児
童
が
女
子
児
童
の
ほ
ぼ
二
倍
に
近
い
が
、
満
蒙
開

拓
へ
の
誘
引
が
「
大
陸
の
花
嫁
」
と
し
て
の
女
子
児
童
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

「
満
蒙
義
勇
軍
の
慰
問
作
品
」
の
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
を
合
せ
る
と
二
八
作
品
で
あ
り
、
第
二
四
半
期
の
「
戦
時
下
色
作
品
」
三
二
作
品
の
う

ち
の
八
七
・
五
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
二
八
作
品
を
除
く
と
第
二
四
半
期
の
「
戦
時
下
色
作
品
」
は
四
作
品
だ
け
と
な
る
。

第
二
四
半
期
の
「
図
画
」
作
品
の
掲
載
数
は
九
二
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
「
慰
問
作
品
」
二
八
作
品
を
除
く
と
六
四
作
品
。
そ
の

う
ち
四
作
品
が
「
戦
時
下
色
作
品
」
で
あ
り
、
そ
の
掲
載
率
は
六
・
二
五
％
と
な
り
、
第
一
四
半
期
の
約
九
・
八
％
を
下
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
下
は
、
四
作
品
の
絵
柄
。

・
一
両
の
戦
車
（
千
葉
県
大
多
喜
校
二
年
男
子
、
四
月
五
日
・
土
、
第
一
四
一
一
号
）

・
神
社
で
参
拝
す
る
人
々
（
岩
手
県
湯
口
校
四
年
女
子
、
五
月
十
一
日
・
日
、
第
一
四
四
二
号
）

・
日
の
丸
を
つ
け
た
飛
行
機
（
秋
田
県
大
竹
校
六
年
男
子
、
六
月
五
日
・
木
、
第
一
四
六
三
号
）

・
軍
艦
と
戦
闘
機
（
北
海
道
川
谷
校
二
年
男
子
、
六
月
二
十
七
日
・
金
、
第
一
四
八
二
号
）

こ
の
第
二
四
半
期
は
、
大
半
が
第
一
四
半
期
と
の
共
通
す
る
絵
柄
で
あ
る
が
、
出
征
風
景
は
な
か
っ
た
。
出
征
に
児
童
が
動
員
さ
れ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
風
景
を
絵
柄
と
す
る
作
品
を
児
童
が
描
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
一
四
半
期
に
お
い
て
、
軍
艦
や
戦
闘
機
を
描
い
た
の
は
男
子
児
童
で
あ
っ
た
が
、
第
二
四
半
期
に
あ
っ
て
も
、
軍
艦
や
戦
闘
機
を
描
い
た

の
は
男
子
児
童
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
性
差
に
よ
る
絵
柄
選
択
が
見
ら
れ
よ
う
。

第
二
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
九
二
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
二
作
品
の
「
戦
時
下
色
作
品
」
を
除
く
と
六
〇
作
品
で
あ
り
、
こ
の
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六
〇
作
品
の
絵
柄
は
、
五
作
品
の
人
物
画
、
一
七
作
品
の
静
物
画
の
ほ
か
、
戸
外
の
ス
ケ
ッ
チ
や
風
景
画
で
あ
っ
た
。

人
物
画
は
、
椅
子
に
腰
か
け
て
い
る
一
人
の
少
女
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
い
る
一
人
の
少
女
、
し
ゃ
が
ん
で
い
る
子
供
、
背
広
を
着
て
い
る

一
人
の
男
性
な
ど
が
絵
柄
で
あ
っ
た
。

静
物
画
は
、
皮
を
む
き
か
け
た
リ
ン
ゴ
と
皮
の
む
い
て
い
な
い
リ
ン
ゴ
を
描
い
た
作
品
、
花
瓶
に
さ
さ
れ
た
花
を
絵
柄
と
す
る
作
品
、
張
子

の
狛
犬
と
手
ま
り
の
作
品
、
張
子
の
猫
を
描
い
た
作
品
、
洋
酒
の
ビ
ン
と
水
差
し
の
作
品
、
水
差
し
と
果
物
を
描
い
た
作
品
な
ど
で
あ
っ
た
。

戸
外
の
ス
ケ
ッ
チ
や
風
景
画
は
、
二
階
建
て
の
家
屋
と
立
木
を
描
い
た
作
品
、
刈
り
取
り
を
描
い
た
作
品
、
煙
を
吐
い
て
い
る
煙
突
と
高
い

建
物
を
描
い
た
作
品
、
鳥
居
の
ス
ケ
ッ
チ
、
電
柱
と
家
並
み
を
描
い
た
作
品
な
ど
、
児
童
の
身
辺
風
景
が
描
か
れ
た
。

神
輿
が
で
た
神
社
の
境
内
の
祭
を
描
い
た
神
奈
川
県
川
崎
市
生
田
校
三
年
男
子
の
作
品
が
、
四
月
二
十
四
日
（
木
・
第
一
四
二
七
号
）
に
掲

載
さ
れ
、
牧
場
の
牛
を
描
い
た
東
京
府
大
島
元
村
校
二
年
女
子
の
作
品
が
、
五
月
二
十
九
日
（
木
・
第
一
四
五
七
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
児
童

の
日
常
と
非
日
常
の
風
景
を
絵
柄
と
す
る
作
品
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
児
童
の
体
験
で
あ
る
。

以
上
、
昭
和
十
六
年
第
二
四
半
期
の
「
図
画
」
を
検
討
し
て
き
た
。

直
前
期
の
第
一
四
半
期
に
は
五
一
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
第
二
四
半
期
で
は
九
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
、
大
幅
な
増
加
を
み
た
。

こ
の
掲
載
増
は
、「
少
國
民
新
聞
」
が
昭
和
十
六
年
三
月
十
二
日
（
水
・
第
一
三
九
一
号
）
に
趣
旨
を
掲
載
し
た
「
満
蒙
義
勇
軍
の
慰
問
作
品

募
集
」
の
審
査
結
果
が
四
月
十
三
日
に
発
表
さ
れ
、
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
あ
わ
せ
て
二
八
作
品
が
同
日
か
ら
四
月
二
十
二
日
（
木
・
第
一
四

二
七
号
）
に
か
け
て
順
次
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
第
一
の
要
因
で
は
あ
る
が
、
こ
の
企
画
掲
載
以
外
に
一
三
作
品
の
増
加
が
あ
っ
た
結
果
で
あ
る
。

第
二
四
半
期
お
け
る
「
戦
時
下
色
作
品
」
は
、
直
前
期
の
第
一
四
半
期
の
五
作
品
に
対
し
て
三
二
作
品
と
大
幅
に
増
加
し
た
が
、
こ
れ
も
「
満

蒙
義
勇
軍
の
慰
問
作
品
募
集
」
の
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
、
二
八
作
品
が
こ
の
期
に
順
次
掲
載
さ
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

第
二
四
半
期
の
「
図
画
」
作
品
の
掲
載
数
は
九
二
作
品
。
こ
れ
か
ら
「
慰
問
作
品
」
二
八
作
品
を
除
く
六
四
作
品
の
う
ち
四
作
品
が
「
戦
時

下
色
作
品
」
で
あ
り
、
そ
の
掲
載
率
は
六
・
二
五
％
。
第
一
四
半
期
の
約
九
・
八
％
を
下
回
り
、
掲
載
作
品
も
第
一
四
半
期
の
五
作
品
に
対
し
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「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
八
）

て
四
作
品
と
減
少
し
た
。　
　
　

掲
載
数
は
増
加
し
た
も
の
の
「
戦
時
下
色
作
品
」
は
減
少
し
、
そ
の
結
果
、
掲
載
率
の
減
少
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
絵
柄
を
選
ぶ
児
童

の
日
常
に
お
け
る
「
戦
時
下
」
色
も
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
四
半
期
の
「
図
画
」
の
絵
柄
は
、
児
童
の
日
常
に
根
ざ

し
た
身
辺
風
景
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

四　

昭
和
十
六
年
第
三
四
半
期
に
お
け
る
「
図
画
」

昭
和
十
六
年
第
三
四
半
期
（
七
月
〜
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
図
画
」
は
、
八
六
作
品
。

直
前
期
・
第
二
四
半
期
の
掲
載
数
は
九
二
作
品
で
あ
っ
た
が
、
企
画
掲
載
で
あ
る
「
満
蒙
義
勇
軍
の
慰
問
作
品
」
二
八
作
品
を
除
く
と
六
四

作
品
で
あ
り
、
第
三
四
半
期
投
稿
作
品
の
掲
載
増
は
二
二
作
品
。
第
二
四
半
期
と
比
較
す
る
と
約
三
四
％
増
で
あ
っ
た
。

八
六
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
の
道
府
県
別
・
作
品
点
数
は
、
樺
太
一
校
一
点
、
北
海
道
一
一
校
一
八
点
、
青
森
県
一
校
一
点
、
秋
田
県
三

校
三
点
、
岩
手
県
三
校
四
点
、
宮
城
県
二
校
二
点
、
山
形
県
三
校
三
点
、
福
島
県
七
校
七
点
、
茨
城
県
五
校
五
点
、
栃
木
県
二
校
二
点
、
群
馬

県
四
校
五
点
、
埼
玉
県
五
校
六
点
、
千
葉
県
三
校
三
点
、
東
京
府
市
六
校
一
三
作
品
、
神
奈
川
県
二
校
三
点
、
新
潟
県
三
校
三
点
、
長
野
県
二

校
二
点
、
山
梨
県
三
校
三
点
、
静
岡
県
二
校
二
点
。

複
数
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
在
籍
校
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
五
校
。
七
作
品
が
北
海
道
月
寒
校
、
九

作
品
が
東
京
市
王
子
区
王
子
第
二
校
。
王
子
第
二
校
は
九
名
で
あ
っ
た
が
、
月
寒
校
で
は
、
高
等
科
二
年
の
二
人
で
七
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。

掲
載
さ
れ
た
八
六
点
の
作
品
に
お
け
る
「
戦
時
下
色
作
品
」
は
、
五
作
品
。
そ
の
掲
載
率
は
約
五
・
八
％
。

以
下
は
、
五
作
品
の
絵
柄
。

・
風
防
眼
鏡
を
つ
け
た
飛
行
兵
の
半
身
像
（
北
海
道
的
場
校
高
一
男
子
、
七
月
十
七
日
・
木
、
第
一
四
九
九
号
）
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・
軍
艦
と
戦
闘
機
（
静
岡
県
中
野
町
校
二
年
男
子
、
八
月
十
二
日
・
火
、
第
一
五
二
一
号
）

・
一
台
の
装
甲
車
（
北
海
道
函
館
市
青
柳
校
一
年
男
子
、
八
月
二
十
七
日
・
水
、
第
一
五
三
四
号
）、

・
整
列
し
て
敬
礼
し
て
い
る
飛
行
兵
達
（
東
京
市
王
子
区
王
子
第
二
校
三
年
男
子
、
九
月
三
日
・
水
、
第
一
五
四
〇
号
）

・
二
隻
の
軍
艦
と
そ
の
上
空
を
飛
ぶ
戦
闘
機
の
編
隊
（
山
梨
県
鏡
中
条
校
一
年
男
子
、
九
月
四
日
・
木
、
第
一
五
四
一
号
）

五
作
品
の
う
ち
四
作
品
に
飛
行
機
・
飛
行
兵
が
描
か
れ
、
男
子
児
童
の
憧
れ
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
三
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
八
六
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
作
品
の
「
戦
時
下
色
作
品
」
を
除
い
た
八
一
作
品
は
、
七
点
の
人
物

画
、
三
四
点
の
静
物
画
の
ほ
か
、
戸
外
の
ス
ケ
ッ
チ
や
風
景
画
で
あ
っ
た
。

人
物
画
は
、
少
女
、
ス
カ
ー
ト
の
女
性
、
背
広
姿
の
半
身
、
人
形
を
抱
い
た
少
女
な
ど
が
描
か
れ
た
。

静
物
画
の
絵
柄
は
、
果
物
で
は
九
作
品
に
リ
ン
ゴ
が
描
か
れ
、
二
作
品
に
は
第
三
四
半
期
の
季
節
柄
で
も
あ
る
ス
イ
カ
が
描
か
れ
て
い
た
。

花
で
は
、
花
び
ん
と
果
物
、
花
び
ん
に
さ
さ
れ
た
数
本
の
バ
ラ
の
花
、
花
瓶
に
活
け
た
花
、
鉢
植
え
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
鉢
に
咲
く
三
本
の
花

な
ど
の
作
品
。

張
子
で
は
、
第
二
四
半
期
に
張
子
の
狛
犬
や
猫
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
第
三
四
半
期
で
は
、
猫
の
ほ
か
、
虎
も
絵
柄
と
な
っ
た
。

学
生
帽
子
や
剣
道
の
胴
・
面
・
籠
手
が
描
か
れ
、
鍋
に
杓
子
が
添
え
ら
れ
た
作
品
も
あ
っ
た
。

戸
外
の
ス
ケ
ッ
チ
や
風
景
画
で
は
、
眼
鏡
橋
、
ア
ー
チ
橋
、
傘
を
さ
し
て
歩
く
人
、
一
軒
の
家
屋
、
浜
に
引
上
げ
ら
れ
た
漁
船
、
立
木
の
間

の
家
屋
、
畑
の
中
を
曲
が
っ
て
い
る
道
路
と
奥
の
家
屋
、
凧
が
上
が
っ
て
い
る
風
景
、
停
泊
中
の
二
隻
の
船
、
山
と
川
の
風
景
な
ど
、
何
れ
も

児
童
が
眼
に
し
た
で
あ
ろ
う
身
辺
風
景
が
絵
柄
と
な
っ
て
い
た
。

以
上
、
昭
和
十
六
年
第
三
四
半
期
の
「
図
画
」
を
検
討
し
て
き
た
。

直
前
期
の
第
二
四
半
期
に
は
九
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
期
で
の
掲
載
は
八
六
作
品
と
掲
載
数
が
減
少
し
た
。

し
か
し
、
第
二
四
半
期
の
掲
載
数
九
二
作
品
か
ら
企
画
掲
載
で
あ
る
「
満
蒙
義
勇
軍
の
慰
問
作
品
」
二
八
作
品
を
除
く
と
六
四
作
品
で
あ
り
、
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九
七

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
八
）

第
二
四
半
期
と
比
較
す
る
と
第
三
四
半
期
投
稿
作
品
の
掲
載
増
は
二
二
作
品
、
約
三
四
％
増
で
あ
っ
た
。

一
方
、「
戦
時
下
色
作
品
」
は
、
八
六
作
品
中
五
作
品
。
そ
の
掲
載
率
は
約
五
・
八
％
で
あ
っ
た
。

第
二
四
半
期
は
、
掲
載
数
九
二
作
品
か
ら
企
画
掲
載
の
二
八
作
品
を
除
く
六
四
作
品
で
は
、
そ
の
う
ち
四
作
品
が
「
戦
時
下
色
作
品
」
で
あ

り
、
そ
の
掲
載
率
は
六
・
二
五
％
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
第
三
四
半
期
で
は
、
掲
載
作
品
の
増
加
の
反
面
、「
戦
時
下
色
作
品
」
の
掲
載
率
は
低
下
し
た
こ
と
に
な
り
、
児
童
の
日
常
性
を

絵
柄
と
し
た
作
品
の
増
加
が
見
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

五　

昭
和
十
六
年
第
四
四
半
期
に
お
け
る
「
図
画
」

昭
和
十
六
年
第
四
四
半
期
（
十
月
〜
十
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
図
画
」
は
七
七
作
品
。

直
前
期
・
第
三
四
半
期
の
掲
載
数
は
八
六
作
品
で
あ
っ
た
の
で
、
九
作
品
の
減
少
で
あ
り
、
第
三
四
半
期
比
で
約
一
〇
・
五
％
減
と
な
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、「
少
國
民
新
聞
」
の
紙
面
構
成
は
、
平
日
・
土
曜
日
が
四
面
、
日
曜
日
が
八
面
構
成
で
あ
っ
た
が
、
第
四
四
半
期
に
な
る

と
、「
お
国
へ
の
御
奉
公
」（「
少
國
民
新
聞
」
十
月
七
日
）
の
た
め
、
用
紙
を
節
約
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
十
月
九
日
か
ら
週
一
回
（
木
）、
十

一
月
五
日
か
ら
週
二
回
（
水
・
金
）、
十
二
月
九
日
か
ら
は
週
三
回
（
火
・
木
・
土
）
が
二
面
構
成
と
な
っ
た
。

二
面
構
成
と
な
っ
た
十
五
日
分
に
は
作
品
の
掲
載
が
無
く
、
第
三
四
半
期
に
比
べ
て
の
掲
載
数
減
少
は
、
紙
面
構
成
の
変
更
に
も
依
る
と
こ

ろ
が
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
投
稿
作
品
そ
の
も
の
が
減
少
し
て
い
た
り
、
投
稿
数
は
あ
っ
た
も
の
の
掲
載
に
値
す
る
作
品
が
少
な
か
っ
た
と
い
う

事
情
も
出
来
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
間
の
事
情
は
知
る
よ
し
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
。

七
七
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
の
道
府
県
別
・
作
品
点
数
は
、
北
海
道
七
校
一
五
点
、
青
森
県
一
校
一
点
、
秋
田
県
六
校
九
点
、
宮
城
県
二

校
二
点
、
山
形
県
三
校
三
点
、
福
島
県
三
校
三
点
、
茨
城
県
六
校
七
点
、
栃
木
県
一
校
一
点
、
群
馬
県
一
校
一
点
、
埼
玉
県
五
校
六
点
、
千
葉
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県
一
校
一
点
、
東
京
府
市
六
校
六
点
、
神
奈
川
県
五
校
一
〇
点
、
新
潟
県
一
校
一
点
、
長
野
県
二
校
二
点
山
梨
県
二
校
三
点
、
静
岡
県
四
校
四

点
、
バ
ン
コ
ッ
ク
日
本
国
民
学
校
二
点
。

第
一
四
半
期
か
ら
継
続
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
う
ち
、
こ
の
第
四
四
半
期
に
掲
載
が
な
か
っ
た
の
は
岩
手
県
。

複
数
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
在
籍
校
は
、
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
が
五
校
。
四
作
品
が
秋
田
県
岩
館
校
六
年
四
名
。
六
作
品
が
神
奈
川
県

横
浜
市
平
沼
校
六
名
、
八
作
品
が
北
海
道
月
寒
校
高
二
の
二
名
に
よ
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。

六
年
生
四
名
に
よ
っ
て
四
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
秋
田
県
岩
館
校
、
四
年
生
五
名
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
神
奈
川
県
横
浜
市
平
沼
校
は
、
静
物

画
や
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
作
品
で
あ
り
、
絵
柄
も
統
一
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
児
童
の
自
主
的
な
選
択
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
投
稿

に
在
籍
校
で
の
指
導
が
伺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
高
等
科
二
年
生
二
名
に
よ
っ
て
八
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
北
海
道
月
寒
校
の
場
合
は
、
第
三
四
半
期
に
も
こ
の
二
名
に
よ
っ
て
七
作
品

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
二
名
に
よ
る
切
磋
琢
磨
の
結
果
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

掲
載
さ
れ
た
七
七
作
品
に
お
い
て
、「
戦
時
下
色
作
品
」
は
、
三
点
。
そ
の
掲
載
率
は
約
三
・
九
％
。

以
下
は
、
そ
の
三
作
品
の
絵
柄
。

・
軍
艦
と
戦
闘
機
（
埼
玉
県
浦
和
市
第
一
校
二
年
男
子
、
十
月
一
日
・
水
、
第
一
五
六
四
号
）

・
爆
撃
機
（
宮
城
県
仙
台
市
荒
町
校
一
年
男
子
、
十
月
二
十
五
日
・
土
、
第
一
五
八
四
号
）

・
兵
士
の
半
身
像
（
静
岡
県
大
井
校
高
一
男
子
、
十
一
月
六
日
・
木
、
第
一
五
九
四
号
）

第
三
四
半
期
に
も
、「
戦
時
下
色
作
品
」
五
作
品
の
う
ち
四
作
品
に
飛
行
機
・
飛
行
兵
が
描
か
れ
、
こ
の
第
四
四
半
期
も
三
作
品
中
二
作
品
に

航
空
機
が
描
か
れ
て
お
り
、
男
子
児
童
の
根
強
い
支
持
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
四
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
七
七
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
作
品
の
「
戦
時
下
」
色
の
絵
柄
以
外
の
七
四
作
品
は
、
五
作
品
の
人
物
画
、

二
三
作
品
の
静
物
画
の
ほ
か
、
戸
外
の
ス
ケ
ッ
チ
や
風
景
画
で
あ
っ
た
。



一
九
九

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
八
）

人
物
画
は
、
ス
カ
ー
ト
の
少
女
、
植
木
鉢
の
横
に
立
っ
て
い
る
少
女
、
一
人
の
幼
女
、
衣
冠
束
帯
の
人
物
、
囲
炉
裏
端
の
人
物
な
ど
が
描
か

れ
た
。

静
物
画
の
絵
柄
に
は
、
野
菜
・
果
物
で
は
バ
ナ
ナ
を
は
じ
め
、
季
節
柄
の
素
材
で
あ
る
ス
イ
カ
、
ブ
ド
ウ
、
柿
、
カ
ブ
、
長
芋
が
描
か
れ
た
。

ザ
ル
に
入
っ
た
ナ
ス
を
絵
柄
と
す
る
二
作
品
が
、
十
月
二
十
八
日
（
火
・
第
一
五
八
六
号
）
と
二
十
九
日
（
水
・
第
一
五
八
七
号
）
に
掲
載

さ
れ
た
が
、
そ
の
作
者
は
、
山
梨
県
鏡
中
条
校
五
年
男
子
の
二
人
。
こ
の
絵
柄
は
、
在
籍
校
で
の
「
図
画
」
の
時
間
に
お
け
る
課
題
で
あ
っ
た

こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

同
様
に
、
在
籍
校
で
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
の
が
、
花
び
ん
に
活
け
ら
れ
た
二
つ
の
花
の
作
品
。
十
一
月
九
日
（
日
・
第
一
五

九
七
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
二
作
品
は
、
北
海
道
月
寒
校
高
等
科
二
年
男
子
二
人
の
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
人
は
、
同
じ
絵
柄
で
十
月
十
二

日
（
日
・
第
一
五
七
四
号
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

第
三
四
半
期
に
は
、
学
生
帽
子
の
ス
ケ
ッ
チ
や
鍋
に
杓
子
が
添
え
ら
れ
た
作
品
も
あ
っ
た
が
、
第
四
四
半
期
で
は
キ
ャ
ッ
プ
が
描
か
れ
、
か

ま
ど
と
鍋
、
杓
子
が
描
か
れ
た
。

戸
外
の
ス
ケ
ッ
チ
や
風
景
画
で
は
、
運
動
会
の
絵
柄
や
校
庭
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
、
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
て
い
る
児
童
、
模
型
飛
行
機
を
飛
ば
し

て
い
る
子
供
た
ち
も
絵
柄
に
な
っ
て
い
た
。

校
舎
を
描
き
、
校
舎
と
山
並
み
を
描
い
た
。「
図
画
」
の
時
間
で
の
課
題
で
あ
っ
た
か
。

背
後
に
大
木
の
あ
る
大
き
な
家
屋
が
絵
柄
と
な
り
、
川
端
の
家
屋
が
描
か
れ
、
電
柱
と
家
屋
と
家
並
み
が
描
か
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
何
れ
も

が
児
童
が
眼
に
し
た
身
辺
風
景
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
昭
和
十
六
年
第
四
四
半
期
の
「
図
画
」
を
検
討
し
て
き
た
。

直
前
期
の
第
三
四
半
期
に
は
八
六
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
期
で
の
掲
載
は
七
七
作
品
と
掲
載
数
が
減
少
し
た
。
第
二
四
半
期
が

九
二
作
品
で
あ
り
、
第
三
、
第
四
四
半
期
と
続
け
て
減
少
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。



二
〇
〇

掲
載
数
の
減
少
に
つ
い
て
は
、「
少
國
民
新
聞
」
の
紙
面
構
成
の
減
少
も
そ
の
一
因
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
平
日
・
土
曜
日
が
四
面
、
日
曜
日
が
八
面
構
成
で
あ
っ
た
「
少
國
民
新
聞
」
の
紙
面
構
成
は
、
第
四
四
半
期
に
な
る
と
、

「
お
国
へ
の
御
奉
公
」
の
た
め
、
用
紙
を
節
約
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
十
月
九
日
か
ら
週
一
回
（
木
）、
十
一
月
五
日
か
ら
週
二
回
（
水
・
金
）、

十
二
月
九
日
か
ら
は
週
三
回
（
火
・
木
・
土
）
が
二
面
構
成
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
二
面
構
成
と
な
っ
た
一
五
日
間
に
は
、「
図
画
」
を
含
め
、
何
れ
の
作
品
の
掲
載
も
な
く
、
投
稿
作
品
の
掲
載
も
「
節
約
」
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
状
況
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、「
戦
時
下
色
作
品
」
は
、
七
七
作
品
中
三
作
品
。
十
六
年
で
は
最
も
少
な
い
掲
載
数
で
あ
り
、
そ
の
掲
載
率
も
最
も
低
い
約
三
・
九
％

で
あ
っ
た
。

第
三
四
半
期
で
も
、「
戦
時
下
色
作
品
」
の
掲
載
率
は
低
下
し
た
が
、
第
四
四
半
期
に
あ
っ
て
は
、
掲
載
数
・
率
と
も
、
さ
ら
な
る
低
下
と
な

り
、
反
面
、
児
童
の
日
常
性
を
絵
柄
と
し
た
作
品
の
掲
載
率
の
増
加
が
見
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

「
少
國
民
新
聞
」
の
前
身
、「
東
日
小
学
生
新
聞
」
の
発
行
さ
れ
た
昭
和
十
二
年
か
ら
「
少
國
民
新
聞
」
と
改
題
さ
れ
た
十
六
年
ま
で
の
「
図

画
」
に
お
け
る
「
戦
時
下
色
作
品
」
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
十
二
年
は
、
二
五
四
作
品
中
二
二
（
約　

八
・
六
六
％
）。

昭
和
十
三
年
は
、
三
三
〇
作
品
中
五
六
（
約
一
六
・
九
七
％
）。

昭
和
十
四
年
は
、
二
七
八
作
品
中
一
五
（
約　

五
・
四
〇
％
）。

昭
和
十
五
年
は
、
二
七
九
作
品
中
一
二
（
約　

四
・
三
〇
％
）。



二
〇
一

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
八
）

昭
和
十
六
年
は
、
三
〇
六
作
品
中
四
五
（
約
一
四
・
七
一
％
）。

十
六
年
は
、
前
年
比
で
掲
載
数
二
七
増
、
掲
載
率
で
一
〇
・
四
％
増
と
な
り
、
昭
和
十
三
年
に
次
ぐ
掲
載
数
・
掲
載
率
と
な
っ
た
。

し
か
し
、「
戦
時
下
色
作
品
」
の
増
加
は
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
に
端
緒
を
開
い
た
「
大
東
亜
戦
争
」
を
契
機
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
開
戦
以
後
の
「
図
画
」
の
掲
載
は
八
日
間
で
あ
り
、
こ
の
間
に
「
戦
時
下
」
或
は
時
局
柄
を
内
容
と
す
る
絵
柄
の
作
品
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ

た
。十

六
年
の
「
戦
時
下
色
作
品
」
四
五
作
品
の
う
ち
二
八
作
品
が
「
満
蒙
義
勇
軍
の
慰
問
作
品
」
で
あ
り
、
児
童
が
自
発
的
に
投
稿
し
た
作
品

で
は
な
く
、
新
聞
社
に
よ
る
企
画
掲
載
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
自
主
的
な
投
稿
作
品
は
、
十
六
年
一
年
間
で
二
七
八
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
戦
時
下
色
作
品
」
は
一
七
作
品
と
な
り
、
掲
載

率
は
約
六
・
一
二
％
と
な
る
。

つ
ま
り
、
十
六
年
は
、
掲
載
数
で
は
、
十
五
年
に
一
作
品
及
ば
な
い
も
の
の
、「
戦
時
下
色
作
品
」
は
五
作
品
増
加
で
あ
り
、
掲
載
率
も
約

一
・
八
二
％
の
増
加
と
な
り
、
十
四
年
以
来
の
最
大
の
掲
載
率
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
十
六
年
の
「
図
画
」
に
お
い
て
は
、
児
童
の
日
常
性
に
「
戦
時
下
」
が
一
層
、
そ
の
色
彩
を
濃
く
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

 

（
二
〇
一
二
・
一
・
一
六
）


